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1. 平成27年2月期第2四半期の連結業績（平成26年3月1日～平成26年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年2月期第2四半期 140,702 5.1 1,577 299.2 722 321.1 298 ―
26年2月期第2四半期 133,845 1.1 395 △59.8 171 △69.6 △1,112 ―

（注）包括利益 27年2月期第2四半期 457百万円 （―％） 26年2月期第2四半期 △938百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年2月期第2四半期 0.74 ―
26年2月期第2四半期 △2.76 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年2月期第2四半期 148,380 29,521 19.8
26年2月期 148,160 29,085 19.6
（参考）自己資本 27年2月期第2四半期 29,393百万円 26年2月期 28,970百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
（注2）平成27年2月期の期末配当予想は未定としております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年2月期 ― 0.00
27年2月期（予想） ― ― ―

3. 平成27年2月期の連結業績予想（平成26年3月1日～平成27年2月28日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 287,000 3.6 4,100 32.8 2,600 4.3 1,000 3.1 2.48



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提条件その他の関連する事項については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年2月期2Q 404,379,406 株 26年2月期 404,379,406 株
② 期末自己株式数 27年2月期2Q 609,923 株 26年2月期 608,493 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年2月期2Q 403,770,297 株 26年2月期2Q 403,772,763 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年８月31日）のわが国経済は、緩やかな景気回復過

程の下、雇用情勢や企業収益の一部に改善が見られましたが、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動等によ

り、個人消費や設備投資は力強さを欠きました。 

百貨店業界におきましては、消費税率引上げ前の駆け込み需要により３月の売上高が大幅に増加しましたが、

４月以降はその反動に加え、夏場の天候不順などの影響もあり減収が続きました。 

このような状況の下、当社グループでは、本年３月７日あべのハルカス近鉄本店をグランドオープンするとと

もに、各事業にわたり収益力の向上に懸命の努力を払いました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①百貨店業

百貨店業におきましては、３月７日あべのハルカス近鉄本店をグランドオープンし、フルライン・フルター

ゲットの品揃えと近鉄アート館等時間消費型施設の充実した新しい旗艦店を始動いたしました。同店では、独

自イベントの開催に努めるとともに、あべのハルカス美術館、展望台及び大阪マリオット都ホテルと連携して

様々な催しを行ったこともあり、来店客数は前年同期に比較して73.3％増加しましたが、新たな顧客として販

売拡大を目指した若年層や子育てファミリー層等への訴求不足や食料品売場などにおける買回りの不便さな

ど、売場作り、販売促進面、施設面で残る課題から、同店の売上高は49,751百万円（前年同期比23.4％増）と

なり、目標の売上高を達成することができませんでした。

このほか、隣接するＨｏｏｐでは、１階に若い女性に人気のスイーツショップや関西初出店のセレクトショ

ップを導入するなどの改装を実施し、あべのハルカス近鉄本店のグランドオープンに照準を定めて平成24年以

来推し進めてきた大規模改装を完成いたしました。また、郊外店の生駒店では１階及び２階の食料品売場を改

装し、デイリー性の高い生鮮食料品を強化いたしました。

これらの諸施策を実施したことにより、売上高は130,273百万円（前年同期比5.5％増）となり、営業利益は

1,119百万円（同652.0％増）となりました。

 

②卸・小売業

卸・小売業におきましては、株式会社シュテルン近鉄の輸入新車の販売が消費税率引上げに伴う駆け込み需

要もあり好調に推移しましたため、売上高は5,766百万円（前年同期比12.6％増）となり、営業利益は137百万

円（同240.0％増）となりました。

 

③その他事業

その他事業におきましては、前第１四半期連結会計期間末でミディ総合管理株式会社及び株式会社くらし科

学研究所を連結の範囲から除外したため、売上高は4,662百万円（前年同期比11.2％減）となり、営業利益は

238百万円（同6.4％減）となりました。

 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は140,702百万円（前年同期比5.1％増）、営業利益は1,577百

万円（同299.2％増）、経常利益は722百万円（同321.1％増）となり、特別損失として固定資産除却損等及び投資

有価証券評価損を49百万円計上し、法人税等を減じた四半期純利益は298百万円（前年同期は1,112百万円の四半

期純損失）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、減価償却等により有形固定資産が減少しましたが、あべのハルカス

近鉄本店に係る差入敷金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ219百万円増加し148,380百万円となりまし

た。負債は、借入金が増加いたしましたが、未払工事代金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ216百万円

減少し118,859百万円となりました。純資産は、四半期純利益の計上などにより、前連結会計年度末に比べ436百

万円増加し29,521百万円となりました。この結果、自己資本比率は19.8％となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ1,374百万円増加し

4,211百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりです。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益の計上や減価償却に加え、預り金の増

加、たな卸資産の減少などもあり、8,578百万円の収入（前年同期は9,300百万円の収入）となりました。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、主にあべのハルカス近鉄本店に係る工事代金の支払により9,613百

万円の支出（前年同期は9,000百万円の支出）となりました。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、主に借入金の増加により2,409百万円の収入（前年同期は300百万

円の収入）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績につきましては、平成26年９月25日に公表した予想数値に変更はございません。

なお、定例的な会計処理として、商品券等については、未請求分の時効整理額を未請求債務整理益として営業

外収益に、時効整理額のうち回収見込額を商品券等引換損失引当金繰入額として営業外費用にそれぞれ計上して

おります。

また、今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、業績予想に関し修正の必要が生じた場合には、速や

かに開示する予定であります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）が平成25年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることにな

ったことに伴い、第１四半期連結会計期間の期首からこれらの会計基準等（ただし、退職給付会計基準第35項本

文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めに限る。）を早期適用いたしました。それにより退職給付

債務及び勤務費用の計算方法を見直し、計算に用いる割引率を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づ

く割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率に変更し

ております。

これに伴う第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金及び当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。また、セグメント情報に与える影響もありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,837 4,211 

受取手形及び売掛金 10,274 10,094 

有価証券 1,984 1,997 

商品及び製品 10,409 9,430 

仕掛品 958 279 

原材料及び貯蔵品 42 43 

その他 7,131 7,438 

貸倒引当金 △161 △161 

流動資産合計 33,476 33,334 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 58,772 57,500 

土地 30,095 30,092 

その他（純額） 4,278 4,101 

有形固定資産合計 93,145 91,694 

無形固定資産 1,826 1,801 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,267 5,068 

敷金及び保証金 9,013 11,188 

前払年金費用 1,903 1,921 

その他 4,132 3,971 

貸倒引当金 △604 △599 

投資その他の資産合計 19,712 21,550 

固定資産合計 114,684 115,046 

資産合計 148,160 148,380 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年８月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 22,697 23,471 

短期借入金 11,517 28,864 

未払法人税等 452 256 

商品券 10,182 10,350 

預り金 27,820 29,818 

商品券等引換損失引当金 4,750 4,915 

賞与引当金 65 66 

資産除去債務 69 36 

その他 11,473 6,322 

流動負債合計 89,028 104,103 

固定負債    

長期借入金 23,208 8,442 

退職給付引当金 350 357 

資産除去債務 205 207 

その他 6,282 5,748 

固定負債合計 30,047 14,755 

負債合計 119,075 118,859 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,000 15,000 

資本剰余金 9,097 9,097 

利益剰余金 4,543 4,841 

自己株式 △82 △83 

株主資本合計 28,558 28,856 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 411 536 

その他の包括利益累計額合計 411 536 

少数株主持分 114 128 

純資産合計 29,085 29,521 

負債純資産合計 148,160 148,380 

 

㈱近鉄百貨店(8244)　平成27年２月期第２四半期決算短信

- 6 -



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

売上高 133,845 140,702 

売上原価 102,301 106,563 

売上総利益 31,544 34,138 

販売費及び一般管理費 31,149 32,561 

営業利益 395 1,577 

営業外収益    

受取利息 3 4 

受取配当金 45 50 

未請求債務整理益 707 512 

その他 291 357 

営業外収益合計 1,048 924 

営業外費用    

支払利息 181 191 

商品券等引換損失引当金繰入額 710 852 

持分法による投資損失 37 359 

その他 342 376 

営業外費用合計 1,272 1,779 

経常利益 171 722 

特別利益    

投資有価証券売却益 60 － 

関係会社株式売却益 24 － 

特別利益合計 85 － 

特別損失    

固定資産除却損等 147 29 

投資有価証券評価損 － 19 

減損損失 1,129 － 

特別損失合計 1,276 49 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△1,020 673 

法人税、住民税及び事業税 214 167 

法人税等調整額 △162 172 

法人税等合計 51 340 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△1,072 333 

少数株主利益 40 34 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,112 298 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△1,072 333 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 133 124 

繰延ヘッジ損益 △0 － 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0 

その他の包括利益合計 133 124 

四半期包括利益 △938 457 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △979 423 

少数株主に係る四半期包括利益 40 34 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△1,020 673 

減価償却費 3,611 3,154 

減損損失 1,129 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 0 

賞与引当金の増減額（△は減少） 50 1 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13 6 

商品券等引換損失引当金の増減額（△は減少） 24 165 

建物等除却損失引当金の増減額（△は減少） △73 - 

前払年金費用の増減額（△は増加） △0 △18 

受取利息及び受取配当金 △49 △54 

支払利息 181 191 

持分法による投資損益（△は益） 37 359 

固定資産除却損等 281 174 

投資有価証券評価損益（△は益） － 19 

投資有価証券売却損益（△は益） △60 － 

関係会社株式売却損益（△は益） △24 － 

売上債権の増減額（△は増加） △859 164 

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,033 1,675 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,098 774 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,600 2,935 

その他 △759 △554 

小計 10,198 9,666 

利息及び配当金の受取額 49 54 

利息の支払額 △205 △201 

確定拠出年金移行に伴う未払金の支払額 △592 △571 

法人税等の支払額 △149 △369 

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,300 8,578 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の償還による収入 9 － 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △10,282 △7,459 

有形及び無形固定資産の売却による収入 302 10 

有形固定資産の除却による支出 △99 △243 

投資有価証券の取得による支出 △2 △2 

投資有価証券の売却による収入 198 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入 
328 － 

短期貸付金の増減額（△は増加） 128 240 

長期貸付金の回収による収入 28 18 

敷金及び保証金の差入による支出 △0 △2,524 

敷金及び保証金の回収による収入 490 346 

その他 △101 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,000 △9,613 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,909 3,139 

長期借入れによる収入 14,600 5,000 

長期借入金の返済による支出 △8,319 △5,558 

その他 △69 △171 

財務活動によるキャッシュ・フロー 300 2,409 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 601 1,374 

現金及び現金同等物の期首残高 2,914 2,837 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,515 4,211 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報）

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年８月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  百貨店業 卸・小売業 その他事業 計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 130,273 5,766 4,662 140,702 － 140,702

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

40 1,840 2,751 4,633 △4,633 －

計 130,314 7,606 7,414 145,335 △4,633 140,702

セグメント利益 1,119 137 238 1,495 81 1,577

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅰ．連結決算関係

１．連結決算の概要 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
売上高 140,702 6,856 5.1% 287,000 9,933 3.6%

営業利益 1,577 1,182 299.2% 4,100 1,011 32.8%

（売上高営業利益率） (1.1%) (0.8) (1.4%) (0.3)

経常利益 722 550 321.1% 2,600 106 4.3%

（売上高経常利益率） (0.5%) (0.4) (0.9%) (0.0)

当期純利益 298 1,411 - 1,000 30 3.1%

（売上高当期純利益率） (0.2%) (1.0) (0.3%) (0.0)

減価償却費  3,154 △ 457 △ 12.7%  7,000 △ 57 △ 0.8%

金融収支 △ 136 △ 4 - △ 321 △ 33 -

有利子負債 37,307 2,581 7.4% 34,100 △ 626 △ 1.8%

連結子会社数 6社 0社 6社 0社
持分法適用会社数 2社 0社 1社 △ 1社
（注）有利子負債の対前年増減額は、前期末に対しての増減となっております。

２．設備投資 （単位：百万円）

金額 対前年増減 金額 対前年増減
 1,823 △ 11,972  3,200 △ 18,193

 4 △ 15  16 △ 19
 17 △ 5  5 △ 62

△ 10  147 △ 21  246
 1,834 △ 11,846  3,200 △ 18,029

３．連結貸借対照表の主な増減理由 （単位：百万円）
当第２四半期末 前連結会計年度末 増減額

流動資産 33,334 33,476 △ 142
現金及び預金 4,211 2,837 1,374 普通預金の増

商品及び製品 9,430 10,409 △ 978
仕掛品 279 958 △ 679 未成工事支出金の減

固定資産 115,046 114,684 361
建物及び構築物 57,500 58,772 △ 1,271
敷金及び保証金 11,188 9,013 2,175

148,380 148,160 219
流動負債 104,103 89,028 15,075

短期借入金 28,864 11,517 17,347
預り金 29,818 27,820 1,998 テナント収入金の増

その他 6,322 11,473 △ 5,151
固定負債 14,755 30,047 △ 15,291

長期借入金 8,442 23,208 △ 14,766
118,859 119,075 △ 216

利益剰余金 4,841 4,543 298
その他有価証券評価差額金 536 411 124

29,521 29,085 436

４．販売費及び一般管理費 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率
人件費 10,006 △ 498 △ 4.7%

物件費 2,955 324 12.3%

宣伝費 3,220 521 19.3%

諸費 5,915 475 8.7%

賃借料 6,747 999 17.4%

減価償却費 3,099 △ 466 △ 13.1%

諸税 617 57 10.2%

32,561 1,412 4.5%

平成26年度第２四半期　決算補足資料

合計

主な増減理由

合計

百貨店業

平成26年度通期予想

連結消去

純資産合計

平成26年度上半期実績

四半期純利益による増

平成26年度上半期実績

上場株式時価評価による増

平成26年度上半期実績

卸・小売業
その他事業

資産合計

負債合計
返済による減、１年内振替による減

平成26年度通期予想

商品在庫の減

償却、除却等による減
あべのハルカス近鉄本店の差入敷金による増

借入による増、１年内振替による増

工事未払金の減
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５．営業外損益 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率
営業外収益  924 △ 123 △ 11.8%

受取利息  4  0 14.6%

受取配当金  50  4 10.0%

未請求債務整理益  512 △ 195 △ 27.6%

その他  357  66 22.8%

営業外費用  1,779  507 39.9%

支払利息  191  9 5.3%
商品券等引換損失引当金繰入額  852  142 20.1%
持分法による投資損失  359  322 865.1%

その他  376  33 9.7%

６．特別損益 （単位：百万円）

金額
特別損失 49

固定資産除却損等 29
投資有価証券評価損 19

平成26年度上半期実績
主な内容

投資有価証券の評価損
奈良店改装に伴う除却損等

平成26年度上半期実績
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Ⅱ．個別決算関係

１．個別決算の概要 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
売上高  130,299  6,784 5.5%  268,000  11,251 4.4%

営業利益  1,199  966 415.8%  3,600  942 35.4%

　（売上高営業利益率） (0.9%) (0.7) (1.3%) (0.3)

経常利益  782  464 146.1%  2,600  304 13.3%

　（売上高経常利益率） (0.6%) (0.3) (1.0%) (0.1)

当期純利益  526  996 -  1,400  31 2.3%

　（売上高当期純利益率） (0.4%) (0.8) (0.5%) (0.0)

減価償却費  3,120 △ 458 △ 12.8%  6,900 △ 79 △ 1.1%

設備投資  1,823 △ 11,941 △ 86.8%  3,200 △ 18,156 △ 85.0%

金融収支 △ 128 △ 236 - △ 470 △ 263 -

有利子負債  36,050  2,870 8.6%  33,000 △ 180 △ 0.5%

（注）有利子負債の対前年増減額は、前期末に対しての増減となっております。

２．店別売上高 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
 52,412  9,133 21.1%  108,400  16,756 18.3%

上本町店  12,752 △ 292 △ 2.2%  26,300 △ 227 △ 0.9%

東大阪店  1,807 △ 41 △ 2.2%  3,700 △ 94 △ 2.5%

奈良店  12,892 △ 69 △ 0.5%  27,200  196 0.7%

橿原店  9,290 △ 251 △ 2.6%  19,400 △ 157 △ 0.8%

生駒店  4,818 △ 223 △ 4.4%  10,000 △ 223 △ 2.2%

和歌山店  10,722 △ 461 △ 4.1%  23,100 △ 386 △ 1.6%

桃山店  3,598 △ 333 △ 8.5%  4,100 △ 3,921 △ 48.9%

草津店  5,957 △ 98 △ 1.6%  12,500  40 0.3%

四日市店  10,869 △ 255 △ 2.3%  23,000 △ 192 △ 0.8%

名古屋店（近鉄パッセ）  5,177 △ 320 △ 5.8%  10,300 △ 538 △ 5.0%

 130,299  6,784 5.5%  268,000  11,251 4.4%

（注）桃山店は平成26年９月30日をもって、営業を終了いたしました。

３．商品別売上高 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率
紳士服・洋品  4,932  65 1.3%

婦人服・洋品  25,919 △ 175 △ 0.7%

子供服  2,500  27 1.1%

その他衣料品  5,282  1,111 26.7%

計  38,635  1,028 2.7%

身回品  12,948  1,285 11.0%

家具  1,350 △ 206 △ 13.2%

家庭電器  168 △ 18 △ 9.7%

その他家庭用品  3,115 △ 214 △ 6.4%

計  4,634 △ 438 △ 8.6%

食料品  43,660  1,763 4.2%

食堂喫茶  2,840 △ 802 △ 22.0%

雑貨  14,403  461 3.3%

薬品化粧品  5,873  661 12.7%

計  20,276  1,122 5.9%

サービス  647  14 2.3%

その他  6,655  2,811 73.1%

 130,299  6,784 5.5%

４．販売費及び一般管理費の内訳 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
人件費  8,182  23 0.3%  16,400  642 4.1%

物件費  2,856  210 7.9%  5,600  233 4.4%

宣伝費  2,941  533 22.2%  6,000  800 15.4%

諸費  6,564  489 8.0%  13,200  662 5.3%

賃借料  6,659  1,006 17.8%  13,000  1,399 12.1%

減価償却費  3,069 △ 469 △ 13.3%  6,800 △ 71 △ 1.0%

諸税  600  60 11.2%  1,200  137 12.9%

 30,875  1,854 6.4%  62,200  3,805 6.5%

合計

平成26年度上半期実績

平成26年度通期予想

平成26年度上半期実績 平成26年度通期予想

あべのハルカス近鉄本店（Hoop等を含む）

平成26年度上半期実績

合計

平成26年度上半期実績

衣
料
品

合計

平成26年度通期予想

家
庭
用
品

雑
貨
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５．営業外損益 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
営業外収益  1,187 △ 359 △ 23.2%  1,900 △ 592 △ 23.8%

受取利息  5 △ 1 △ 19.9%  10 △ 0 △ 5.5%

受取配当金  215 △ 223 △ 50.9%  240 △ 222 △ 48.1%

未請求債務整理益  512 △ 195 △ 27.6%  950 △ 251 △ 21.0%

家賃収入  167  8 5.5%  330  4 1.5%

その他  287  52 22.3%  370 △ 122 △ 24.9%

営業外費用  1,604  143 9.8%  2,900  45 1.6%

支払利息  349  11 3.4%  720  40 6.0%

固定資産除却損  144 △ 4 △ 3.1%  260 △ 52 △ 16.7%
商品券等引換損失引当金繰入額  852  142 20.1%  1,470  176 13.7%

その他  258 △ 6 △ 2.4%  450 △ 120 △ 21.1%

６．特別損益 （単位：百万円）

金額
特別損失  87

固定資産除却損等  30
投資有価証券評価損  19 投資有価証券の評価損
関係会社株式評価損  36 関係会社株式の評価損

主な内容

奈良店改装に伴う除却損等

平成26年度上半期実績 平成26年度通期予想

平成26年度上半期実績
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